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市政の話題

1

2

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

田
原
市
と
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合

（
代
表
理
事
組
合
長
／
中
神
享
三
）

と
の
間
で
、１
月
20
日（
月
）に
災
害
時
な
ど

の
協
力
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、田
原
市
内
に
お
い
て
災
害

が
発
生
、ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合
の
協

力
を
得
て
、迅
速
か
つ
円
滑
な
応
急
対
策
お

よ
び
被
災
者
な
ど
の
生
活
の
早
期
安
定
を

図
る
と
と
も
に
、平
常
時
か
ら
の
協
力
関
係

を
築
く
こ
と
に
よ
り
、地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▪
主
な
協
力
の
内
容

1
食
料
、
燃
料
な
ど
必

要
な
物
資
の
提
供

2
物
資
集
積
拠
点
や

臨
時
避
難
場
所
な

ど
と
し
て
の
施
設

の
利
用

3
災
害
情
報
な
ど
の

相
互
提
供

4
被
災
者
、
帰
宅
困
難

者
へ
の
支
援
活
動

5
平
常
時
に
お
け
る

防
災
活
動
へ
の
協

力
な
ど

◦協定を締結した中神代表理事組合長（写真右）
　と鈴木田原市長

S
upport

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
と
災
害
時
等
の

協
力
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

田
原
市
と
北
海
道
苫
小
牧
市
と
の
間

で
、１
月
15
日（
水
）に
災
害
時
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、田
原
市
と
苫
小
牧
市
の
い

ず
れ
か
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
、被
害
を

受
け
た
市
か
ら
応
援
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
、被
災
市
の
災
害
応
急
対
策
お
よ
び
復
旧

対
策
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
遂
行
で
き
る
よ

う
、相
互
応
援
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
、食
料
、飲
料
水
、そ

の
ほ
か
生
活
必
需
品
な
ど
の
物
資
の
提
供

や
、災
害

時
応
急
復

旧
に
必
要

な
職
員
の

派
遣
な
ど

を
行
い
ま

す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

▲協定を締結した鈴木田原市長
　と岩倉苫小牧市長（写真右）

S
upport

◦燃料供給拠点

◉たはらグローカルシティ推進プラン（案）について
募集期間 ▼２月13日木～３月14日金
　人と文化が交流する、世界に開かれたグローカルシ
ティの実現のため「田原市国際化・多文化共生推進計
画」を改訂します。

担当課 ▼広報秘書課☎22局0138　 23局1691
　　　　 kokusai@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出し
てください。
※個々の意見には直接回答いたしません。

▪計画案の公表場所
市役所広報秘書課、赤羽根市民センター、渥美支所地
域課、市役所情報広場、中央図書館、市ホームページ

http://www.city.tahara.aichi.jp/

パブリックコメント手続制度に基づき、以下
の案件について意見を募集します。

パブリックコメント　意見募集！

北
海
道
苫
小
牧
市
と
広
域
連
携

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

◦物資集積施設


